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２４広支交 第１号 

２０２４年 ８月２３日 

日本郵便株式会社 広島郵便局 

局長 金築 昭生 殿 

郵政産業労働者ユニオン広島支部 

支部長 増田正文 ○印 

 

広島支部定期大会要求書 

 

２０２４年８月１８日に第９回支部定期大会を開催し、以下の内容を支部大会要求とし

て全会一致で採決しました。これらの要求に対し、誠意ある回答を求めます。 

 

１、支部組合事務室を広島郵便局内に貸与すること。 

２、本年１０月に予定されている最低賃金の引き上げに関し、局長加算が付与されてい

る時給制契約社員における基本給の引き上げ分を局長加算で相殺するようなこと

はせず、最低賃金上昇分をそのまま支給額に上乗せすること。 

３、取集に従事する時給制契約社員のスキル評価について、ランク設定がB止まりとな

っている社員には新たにAランクの項目を設けること。もしくは集荷業務ができる

ようになればAランクの評価が可能であることを該当社員に個別に説明し、その社

員が希望すれば集荷業務に従事させること。 

４、アソシエイト社員からの一般職社員への登用や一般職からの地域基幹職、役職への

昇格、昇給等について組合差別を行わないこと。 

５、一般職の査定について、どのような行動をすればＳ査定になるのか具体的な基準を

示すこと。 

６、輸送部において、退職等により未だ十分な要員が確保されていません。社員および

長期期間雇用社員の確実な要員を雇用すること。 

７、自動車通勤をしている社員は、現在の通勤手当では満足にガソリンを入れることが

できていません。公共交通機関利用者と公平性を保つ上で、自動車（二輪車含む）

通勤者の通勤手当にメンテナンス料金を通勤距離に応じて支給し、年１回の見直し

を改め年複数回とすること。また、ガソリン価格が高騰した場合については迅速に

通勤手当の増額など対策を講じること。 
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８、郵便部では現在２２時０５分勤務終了の服務を適用していますが、全ての夜勤帯で

働く郵便部社員に対して２１時５０分終了の服務(正社員は夜３、期間雇用社員は夜

５・夜１３)に変更すること。 

９、ヤマト協業に関して、増員計画を明らかにすること。 

１０、郵便部において現在２２時０５分終了の夜勤従事者の要員が足りず、深夜勤期間雇

用社員に２時間前超勤を発令し、対応させていることが常態化しています。超勤に

頼らない体制を作ること。 

１１、１０月１日に新しい郵便料金の適用が予定されていますが、適用の前後等でトラブ

ルが発生しないよう対策を講ずること。 

以上 


